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糸島市長　月形　祐二

（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　１月５日　（金曜日）

■まちづくりを創造する庁舎
　新庁舎は、地上６階建てＲＣ造約，㎡の免震構造の
建築です。
　プレストレストコンクリート（ＰＣ）梁とＰＣ床版を活
用して執務室の無天井化を図るなど徹底的に建物高さを抑
えることで隣接する丸田池公園への日影規制をクリアしな
がら、公園と一体的なヒューマンスケールな空間づくりに
より、まちのにぎわいをつなぐ庁舎を計画しています。
　市民利用の多い１・２階の低層部はガラス張りのデザイ
ンとすることで、まちを抜ける通り庭のように庁舎内を誰
もが自由に行き来できます。日常的に市民が集い、憩い、
交流できる空間として市民が主役となった「まちづくりを
創造する庁舎」が糸島の新たなランドマークとなります。

　市民に開かれた庁舎を実現するに当たり内外装のデザイ
ンは、糸島市らしさを体現した共通理念を形にすることが
重要であると考えました。
　糸島市には水に関わるさまざまな名所があります。一般
に糸島を思い浮かべるとき、まず思い浮かべるのはこれら
の情景であることから、「水のカタチ」を庁舎の共通デザ
インキーと定めました。
　白糸の滝をイメージしたランダムな縦スリットのＰＣ外
装、しずくのような丸みを帯びた総合案内カウンター、雲
をイメージした透け感のある天井材を用いた議場など、水
の形態変化に対応した多様な表情をデザインに組み込み、
自然豊かな糸島市にふさわしい多様な表情をもつ庁舎をデ
ザインしています。

　新庁舎は糸島市の気候風土を生かした地域の環境と共に
生きる庁舎です。
　日射負荷の大きな東西面の開口部をしぼる他、自然換気
システムの採用、高効率機器の採用、井水熱・地中熱の活
用、太陽光パネルの設置などさまざまな省エネ対策により、
省資源・省エネルギー・長寿命化を実現し、これからの時
代にふさわしい次世代型庁舎を計画しています。

　株式会社梓設計九州支社　設計部　石川　友樹

■糸島らしい「水」のかたちを
　モチーフにしたデザイン

■自然環境と調和したＢＥＩ　．の
　ZEB Ready庁舎

　福岡県糸島市の新たなランドマークとなる市庁舎が完成し、４
日に待望の開庁を迎えた。基礎免震構造を採用するなど防災拠点
としての機能を強化。イベントにも使える市民の交流スペースを
設けた。エネルギー消費量を基準値より％削減する「ZEB（ネ

ット・ゼロ・エネルギー・ビル）Ready」の認証を取得し、環境
に配慮した庁舎となる。設計・監理は梓設計が担当。施工を手掛
けた村本建設は技術力を駆使して手狭な敷地など厳しい現場条件
を克服し、工期内に高品質の建物を完成させた。

市民ホール

展望ロビー

エントランスホール ４階執務室 三軸織物の膜天井を使用した議場

糸島デッキ

省エネ性能ZEB Ready認証を取得
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■工　事　名　称：糸島市新庁舎建設工事
■所　在　地：福岡県糸島市前原西１丁目１番１号
■建　築　主：糸島市
■設計・監理：株式会社梓設計九州支社

■施　　　工：村本建設株式会社九州支店
■敷　地　面　積：，㎡
■建　築　面　積：，㎡
■構造、規模：ＲＣ造（基礎免震構造）６階建て延べ

１万，㎡
■工　　　期：年月日～年月日

　本市は、年に１市２町が合併し、旧前原市庁舎を糸
島市役所として市政運営の拠点としてきましたが、築年
を超え老朽化が進んだ庁舎では、多様な市民ニーズへの対
応や災害時の防災拠点として機能を果たせなくなっていま
した。
　そこで、「まちづくりを創造する庁舎」をコンセプトに
新庁舎の建設に取り組み、この度、年１月４日に開庁を
迎えることができました。
　これもひとえに、市民の皆様をはじめ市議会や関係各位
のご理解、ご協力のたまものであり心より感謝申し上げま
す。
　新庁舎は、防災拠点、環境への配慮、市民の利便性、情
報の受発信、セキュリティーの確保、行政需要への柔軟性
など、さまざまな機能を備えた形で整備しております。
　特に防災面においては、停電時も非常用発電による時
間の電源を確保したほか、免震構造を採用し、大規模化す
る災害に備えております。
　また、ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）　Read
y認証を取得し、再生可能エネルギーを積極的に活用する
とともに、来年には地中熱を利用した空調設備の導入を計
画しており、省エネルギーのまちのシンボルとなるよう整
備を進めております。
　新庁舎エントランスホールからつながる市民ホールは窓
を全面オープンすることができ、そこから広がるウッドデ
ッキや公園と一体的に活用することで、家族連れやイベン
トなどさまざまな交流の場を創出することができます。
　糸島の将来像「人とまちの魅力が輝く豊かさ実感都市い
としま」の拠点として、市民の皆さまが集い、交流、活躍
する場となるよう活用してまいります。


